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サークルフェスタ２０２４

広げよう！！学びの和！を開催しました
１１月２３日（土）２４日（日）に社会教育センターでサークルフェスタ２０２４が開催されました。当日は、参加サークルによ

る「パフォーマンス」「展示」「体験会」「カフェ」のほか、来館者が館内を楽しみながらまわる「クイズラリー」などが行われ、

区内外から多くの方にご来場いただきました。

フェスタ実行委員会からは、「設営から展示、パフォーマンス等々プログラム通りに進行できました。きっとサークル内

で色々と話し合ってくれたのでしょう。各サークルのフェスタ開催に向けた意気込みが感じられて嬉しいですね」「サー

クルフェスタは、様々な変化を重ね、その繋がりが今日のフェスタになっている。この繋がりを続け、台東区の未来を皆

さんと一緒にみていきたい」「カフェで生まれる賑わいが戻った。来年ももっと楽しめるフェスタをしたい」などの声が

聞かれました。あちこちで交流が生まれ、賑わいが戻り、笑顔と笑い声にあふれるフェスタが開催できました。

参加者や来場された方に
メッセージを寄せてもらい、
フェスタの『木』を作りました

子どもたちからの

メッセージ。いつか
一緒に音楽やろうね

楽しかったよ！
体験会。山羊の毛皮
の太鼓は、優しい音
でした



通信通信あさがお

社会教育センター・社会教育館で活動のサークルを毎月ご紹介します
サークル広場サークル広場

各地域のスタッフが毎月思い思いの施設の話題をお届けします

【活動日時】月４回 日曜日 9時～11時
（途中10分休憩あり）

【会 費】 2,500円/月
【入会金】 2,000円
【活動場所・問合せ】今戸社会教育館

03-3873-4140

ご存じのように、2025年の大河ドラマは「べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～」として、台東区ゆかりの

蔦屋重三郎がテーマとなります。また、2025年2月1日には台東区民会館9階に「べらぼう 江戸た
いとう 大河ドラマ館」がオープンする予定です。
蔦屋重三郎は現在の千束（当時の新吉原）に生まれ、喜多川歌麿、葛飾北斎、滝沢馬琴を見出し、平
賀源内をはじめとする文化人と交流を深め、現在にもつながる江戸文化を華咲かせた、とされます。
多彩な彼の人生を語るには紙面が足りませんので、いきなり彼のお墓の話。蔦重の墓碑は、東浅草
にある誠向山正法寺にあり、碑文は、蔦重と同じ時代を生きて交流した大田南畝によるものです。し
かし、この墓碑は戦災を機に移されたもので、もともとは三ノ輪に建てられていたという話もありま
す。ちなみに平賀源内の墓碑も橋場にあることは皆さんもご存じでしょう。
大河ドラマに先駆けて、お墓を巡って彼の生きた時代に想いをはせてみてはいかがでしょうか。

合氣護身術・養氣塾

いついかなる時もあわてず、
あせらず、心おだやかに湖水に映る
月のごとし明鏡止水の境地に立つ
鍛錬を心がけ稽古をしております。
老若男女どなたでもできます！
見学・体験もお待ちしてます！

社教トピックス
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●社会教育センター /１２月２８日～１月３日まで
●その他社会教育館/１２月２９日～１月３日まで
社会教育センター/各社会教育館とも１月４日から
開館します。 来年もよろしくお願いいたします。

来年１月以降に開催される「台東学びのひろば第３期」の
受講生を募集しています。
A「生涯学習スタート講座」 B「我がまち先生講座」
C「学びの仲間体験講座」 D「現代課題講座」
４つのカテゴリーから選ぶことができます。講座の内容等、
詳しくは１１月２０日号の区報又は学びのひろばパンフレット
をご覧ください。
対象：区内在住、在勤（学）で１６歳以上の方
申し込みは、往復はがき（１講座につき１枚）又は
社会教育センター、社会教育館のホームページからも申し
込みできます。 しめきり：１２月１７日（火）必着

年末年始の休館日のご案内

日時 １２月１１日（水） 午前１０時～１２時３０分
集合 台東区立社会教育センター/解散 上野公園周辺
定員 １５名（先着順）/対象 １６歳以上
参加費 ５００円（保険料含む）
申込み/問い合わせ 社会教育センター

03-3842-5352

たいとう再発見スタンプラリー参加者募集

まちなかアート散歩（上野駅周辺）
パブリックアートを知れば、まちは美術館！？

あさがお通信を担当するにあたって、蔦重について少しだけ調べました。彼が亡くなったのは48歳、江戸わずらいと言われ
た「脚気（かっけ）」が死因だったそうです。天才もビタミン不足には勝てなかったのですね。
さて、師走、しっかりビタミンを摂って風邪などひかないように気を付けましょう。
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